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－１－

地方競馬の目的と役割について

地方競馬を開催する主催者は、全国で14団体(道県2、市2、一部事務組合10)あり、全国12都道県に
ある全15か所の競馬場(※札幌競馬場、中京競馬場の2場を除く)で、年間を通してほぼ毎日、どこかの競馬
場で開催されています。
地方競馬の目的は、馬の改良増殖その他畜産の振興と、地方財政への寄与です。 馬の改良増殖その他
畜産の振興への寄与は地方競馬全国協会(NAR)へ売上の一部を交付することで実施され、地方財政への
寄与は、 ①競馬を開催している自治体への分配金 及び ②地方公共団体金融機構への納付金によって行
われています。

資料：地方競馬情報サイト「KEIBA.GO.JP」より



１ 地方競馬における売得金の流れ

近年、地方競馬の売得金合計額は１兆円を超える額で推移しています。売得金は、払戻金や競馬法に基
づく地方競馬全国協会への交付金、地方財政法に基づく地方公共団体金融機構への納付金に充当した後、
残余金を競馬開催経費や累積赤字等の償還金に充て、なお残余する額が収益金となります。

－２－資料：地方競馬全国協会の「地方競馬 売得金の流れ（令和４事業年度決算）を基に作成

約73.9%

売得金
1兆704億円

払戻し
7,913億円

地方競馬全国協会 交付金(競馬法第23条第1項)  148億円
〈交付金の使途〉
○畜産振興事業
○競馬活性化事業
○競走馬生産振興事業
○地方競馬の調教師・騎手の養成訓練、審判の派遣等

地方公共団体金融機構納付金(地方財政法附則第32条の2) 42億円

※累積赤字のある主催者は免除

競馬開催経費等 3,092億円(入場料等含む)
○賞金・諸手当
○広報費
○運営費（人件費、施設整備費など）
○償還金
○収益金 など

約1.4%

約0.4%

約24.3%

2,600億円

地方公共団体
健全化基金

基金の運用益等を
地方公共団体の
地方債の貸付利
率の引き下げ財源
として活用

うちホッカイドウ
競馬

527億円



２ 地方競馬における収益金の使途
各地方競馬主催者は、競馬法に基づき売得金の一部を地方競馬全国協会へ交付しています。 この交付金はその利用目

的に応じ2つに分けられ、馬の改良増殖その他畜産の振興のための事業に使われる一号交付金と、 馬主及び馬の登録、調教
師・騎手の免許及び騎手等の養成など、地方競馬の公正で円滑な実施のための事業に使われる二号交付金があります。
また、公営競技(競馬・競輪・オート・競艇)を行う地方公共団体は、地方財政法に基づく公営競技納付金制度により、 収
益の一部を地方公共団体金融機構へ納付しています（※累積赤字がある団体は免除）。公営競技納付金は地方公共団
体の上下水道や病院、交通等を対象とした公営企業債や一般会計債の利子の軽減に活用されています。
こうして、地方競馬の収益は、競馬を開催している自治体だけでなく、その他の自治体に対してもさまざまな形で還元され、広く
社会に貢献しています。

－３－

（１）地方競馬全国協会交付金の使途 （２）公営企業納付金の使途（R4年度）

資料：地方競馬情報サイト「KEIBA.GO.JP」

資料：地方公共団体金融機構「公営企業納付金だより」

資料：地方競馬情報サイト「KEIBA.GO.JP」

□ホッカイドウ競馬の地方競馬全国協会交付金交付状況 （単位：百万円）

区　分 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

一号交付金 537 545 554 536 568

二号交付金 169 170 173 168 178

合　計 706 715 727 704 746


